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l
J
r

<

ヵ
ォ
-
ン
の
脱
水
現
象
政
に
固
髄
状
態
に
於
け
る
凍
オ
-
ン

が
ァ
ル
カ
タ
土
類
の
炭
酸
催
物
に
射
せ
る
催
唱
(霊
i
h
J

(
下
)

聾
土
カ
オ
-
ンt
桂
酸
に

封
す
る
炭
酸
石
灰
の
性
質

第
九
問
に
次
の
泥
合
物
(四
克
)
の
加
熱
曲
線
を
示
せ

ら
但
し
混
和
は
分
子
塵
の
比
L･･
･り
t

T
~
衆
健
石
灰
と
宵
五
十
度
に
乾
燥
せ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘

土
と
の
泥
食
物

三

泉
酸
石
灰
と
百
五
十
度
に
乾
燥
せ
る
弊
土
と
の
混

合
三
ー
炭
酸
石
灰
と
千
度
に
加
熟
せ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
と

の
泥
食
物

四
､
教
唆
石
灰
と
千
百
度
に
加
熟
せ
る
聾
土
と
の
混
食

物へ
ド
バ

ー
ル
氏
に
依
れ
ば
炭
酸
石
灰
と
椛
駿
と
の
混

合
物
を
加

熱
す
れ
ば
九
百
十
二
度
に
於
て
泉
酸
石
灰
中

の
果
敢
を
卦
離
す
於
か
-
純
泉
醒
石
灰
に
於
で
加
熱
曲

線
に
明
瞭
な
る
ハ
ル
タ
ブ
ン
ク
ト
を
現
は
す
と
同
様
な

わ
ー
政

に
九
百
十
二
度
に
於
で
概
観
が
貌
酸
石
灰
に
作

用
す

る
や
否
や
は
之
れ
な
知
る
能
は
サ
ー
弟
九
圏
､
:
～

H
に
於
で
カ
オ
リ
ン
及
教
唆
石
灰
の
百
五
十
度
に
乾
燥

せ
る
泥
食
物
並

に
聾
土
と
旗
酸

.

石
灰
の
誉

物
憲

章

欝

1

'･

〟

乾
燥
せ
る
も
の
を
翫
す
る
際
に

九
百
十
二
度
に
於
て
炭
酸
を
放

出
す
る
事
か
示

す
､
叉
同
時
に

放
散
石
灰
の
解
離
に
よ
っ
て
何

等
化
撃
反
臆
を
蒼
起
せ
ざ
る
.智

知
る
ー
之
れ
に
反
し
て
炭
酸
石

灰
と
千
首
度
に
加
熱
せ
る
弊
土

(Ⅳ
)並
に
衆
酸
石
灰
と
千
百
度

に
熟
せ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
(m
)

の
醍
食
物
を
軌
仙し
た
る
際
に
は

FiiI m
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反
膿
を
起
こ
す
~
か
-
し
て
汲
懐
を
放
出
す
る
温
度
は

聾
土
3'l
場
食
は
三
十
五
度
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
の
壊
令
は
六

十
度
降
下
せ
-
千
皮
に
熟
し
た
る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
と
衆

酸
石
灰
と
の
混
食
物
の
加
熱
曲
線
は
甚
だ
し
き
温
度
の

降
下
肇
試
す
ー
之
れ
此
郡
に
於
で
反
勝
連
班
が
急
激
に

増
加
す
る
を
以
て
L･a
b
｡

批
賛
助
も
亦
B
aC
O
sの
質
駿
の
結
果
と

Tl
致
し
A
I50
,

及
オ
･).
ヤ
ツ
粘
土
が
千
度
乃
至
千
百
度
に
熱
せ
ら
れ
代

る
時
加
熱
せ
ざ
る
域
令
よ
り
も
反
臆
し
易
-
な
る
こ
と

を
示
す
炭
酸
ス
ト
ロ
ン
シ
ュ
ウ
ム
の

確
酸
カ
オ
-

ン
及
欝
土
に
封

.
す
る
性
質

第
十
間
は
次
の
成
分
を
分
子
畠
比
に
混
和
せ
る
混
食

物
の
加
熱
曲
線
蟹
ポ
す

四

SrC
O
L
と
千
段
に
加
熱
せ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
と

の
泥
食
物

卦
.
s
rc
0
3と
膏
五
十
度
に
乾
放
せ
る
弊
土
と
の
泥

JHⅦ川川U食

物
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純
粋
の
放
映

ス
rL
p
y
チ

エ
シ
ム
､

S
rC
O
,
+

S
iO
B

S
rC
0
3
と
宵
五
十
肢
に
乾
燥
せ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘

土
の
泥
食
物

カ
オ

JP
ソ

い
脱

水現
象
比
に
脱
髄
状
態
11
於
げ
ろ

カ
オ

リyが

ア
ル

カ
り

土
轍

の炭
酌
化
物
故
酸
化
物
に
封
す
る
作
用

(;iiJ

i.

コ

′y
p
･T(C
.n
r.y)氏
に
依
れ

ば

炭

酸

ス
ト
P
ン
チ
ユ
タ
ム
の

解
離
温
皮
は

一
束
歴
の
下
に
於

で
は
千
百
度
な
り
､
泉
酸

ス
ト

や
ン
チ

エ
ク
ム
に
楼
酸
を
加
ふ

･れ
ば
荻
酸
は
千
首
五
度
に
於
で

放
出
せ
ら
る
ー
千
百
五
度
は
加

熱
曲
線
上
Ⅰ
の

.1
ル
タ
ブ

ン
ク

ト
の
温
度
と
貿
駿
の
視
差
範
園

内
に
於
で

一
致
す
､
帖
酸
の
附

加
は
(曲
線
Ej
)茸
駿
の
髄
差
以

外
に
何
等

の
岩
壁
を
異
へ
サ
ー

炭
酸
ス

ト
P
ン
チ

ユ
シ

ム
の
解

離
脱
皮

は
カ
オ
-
ン
中
の
沓
土

の
庫
潜
温
度
(九
省
三
十
度
)追

上
花
わ
ー
然
か
も
純
粋
の
聾
土

こ
-.■山

LJl九



地

球

の
礎
潜
温
度
(八
百
五
十
度
)
以
上
に
あ
ら
~
然
し
て
此

解
離
温
度
は
純
粋
の
聾
土
の
第
二
次
の
敬
熟
知

(千
六

十
度
)
に
近
し
故
に
首
五
十
度
に
て
乾
燥
せ
る
カ
オ
タ

ン
の
試
料
･･)千
度
以
上
に
熱
せ
ら
れ
た
る
TD
の
と
は
衆

酸

ス
ト
ロ
ン
チ
エ
ク
ム
に
畢
す
る
反
騰
に
於
で
何
等
の

認
む
べ
き
差
異
を
生
せ
サ
ー
此
革
質
は
各
々
異
.rj
れ
る

加
熱
速
度
に
て
測
定
せ
る
加
熱
曲
線
m
及
Ⅳ
に
で
も
確

む
る
こ
と
を
得
る
な
り
｡

両
者
の
域
倉
に
淡
酸
･iTt
ト
P
ン
チ
エ
ク
ム
の
解
離
温
度

は
首
五
十
度
に
乾
燥
せ
る
純
粋
の
客
土
を
附
加
せ
る
よ

ゎ
約
六
十
度
降
下
す
(席
十
固
Ⅴ
)

著
し
聾
土
を
千
六
十
度
以
上
に
熟
せ
る
揚
食
に
は
炭

酸

方
ト
ロ
ン
チ
エ
ク
ム
の
解
離
温
度
は
常
に
六
十
度
降

下
す
｡
大
髄
に
於
で
､
カ
ル
チ
ェ
ク
ム
ー
ス
ト
ワ
ン
チ
エ
ク

ム
及
バ
リ
ウ
ム
の
泉
酸
魔
の
聾
土
並
に
灼
熱
せ
る
カ
オ

リ
ン
及
び
灼
熱
せ
ざ
る
カ
オ
リ
ン
に
封
す
る
作
用
は
カ

オ
リ
ン
中
に
於
で
弊
土
が
九
百
三
十
度
に
於
て
他
の
形

と
な
る
こ
と
に
一
致
す
.
此
形
は
弊
土
が
入
官
五
十
度

と
千
六
十
度
と
の
間
に
て
カ
オ
-
ソ
中
の
弊
土
が
奨
化

解
式
饗

第
三
鵬

1芳

田

〇

す
る
形
と
登
-
同

一
の
も
の
に
し
て
ー
低
温
度
に
て
安

定
な
る
形
と
は
反
鷹
速
度
の
大
に
依
わ
で
区
別
す
る
こ

と
を
得
~･
此
軍
旗
は
巳
に
述
べ
た
る
カ
オ

リ
ン
が
五
百

三
十
腔
乃
至
五
百
九
十
度
の
問
に
於
て
水
分
を
先
ひ
静

酢
の
鮮
土
と
肺
醸
と
に
分
断
し
九
百
三
十
度

に
於
て
静

離
弊
土
が
凄
定
な
る
形
に
鼻
化
す
る
軍
資
と

1
致
す
O

酸
化
バ
-
ウ
A
の
聾
土
と
破
酸

及
カ
オ
-
ン
に
封
す
る
性
質

-
り一

此
の
酸
化
バ
リ

ウ
ム
は
カ
ー
ル
バ
ク
ふ
よ
h
求

(
め
た
る
も
の
に
し
て
怒
ら
-
硝
酸

バ
リ
ウ
ム
を
六
百
五

十
度
以
上
に
加
熟
し
て
作
わ
た
る
も
の
な
ら
ん
ー
此
酸

跳

禁

リ
ク
晶

亮
に
つ

O｡

き
て
行
ひ
た
る
加
熱
曲

d･
..第

線
は
発
十

一
固
Ⅰ
に
示

十一
す
ー

山
皮
冷
却
せ
る
も

加

仰

Qe

抑

脚

仰

園

の
に
つ
き
で
再
び
加
熱

し
て
得
た
る
曲
線
は
Ej

L･4
-
ー
今
曲
狼
と
Ⅰ
と

わ
ー此
嘩
す
る
に
後
者
に



於
で
七
盲
五
十
度
と
九
官
六
十
皮
の
間
に
於
で
急
速
な

る
温
度
の
ヒ
昇
と
ー
千
百
度
と
千
百
二
十
度
の
間
に
明

ら
か
に
温
度
上
昇
に
緩
慢
を
生
す
る
を
見
る
ー
此
二
つ

の
熟
的
鍵
化
は
駿
化
.ハ
ブ
ク
ム
の
構
造
牽
化
と
密
接
ti･b

る
関
係
を
有
す
ー
汲
め
細
末
に
せ
る
酸
化

バ
ッ
ク
ム
は

七
百
茄
十
度
に
て
固
化
L
t
そ
の
衆
両
に
虫
日
銀
に
で

見
得
る
多
数
の
針
頭
の
如
き
小
結
晶
を
詔
む
る
を
得
ー

千
百
五
十
度
即
ち
熟
の
放
牧
の
符
は
る
1
温
度
に
す
る

時
は
此
小
結
晶
は
再
び
破
壊

せ
ら
れ
ー
加
熱
せ
ら
れ
ざ

る
酸
化
バ
リ
ウ
ム
と
千
二
百
度
に
加
熱
せ
る
も
の
と
は

銘
微
鏡
的
に
何
等
の
差
異
を
認
む
る
を
得
ざ
る
L･4
-
｡

T
T

卦
手
盛
の
比
に
氾
和
せ
る
酸
化
バ
リ
ウ
ム
と
聾

土
の
混
食
物
(
四
克
)
の
加
熱
曲
線
は
粛
十
二
園
に
示
す

如
し
O
曲
線
Ⅰ
は
雰
度
よ
ゎ
七
百
度
迄
～
曲
線
H
及
Ⅲ
は
八

首
座
よ
♭
千
四
百
度
迄
を
衆
は
サ
ー
加
熱
曲
線
は
三
石

皮
と
六
百
度
と
の
問
に
於
て
温
度
の
ト
.昇
は
著
し
き
急

進
聖
ポ
す
ー
そ
の
際
に
懐
化

バ
ッ
ク
ム
A
酸
化
ア
ル
ミ

一]
ク
ム
は

ー
鮎
分
化
食
す
､
狗
其
れ
よ
且
向
き
温
度
千

六
十
度
迄
は
何
等
塵
化
な
-
酸
化
+.t
リ
ク
ム
に
特
有
な

る
七
百
五
十
度
の
温
度
急
進
を
も
示
さ
ず
~
千
六
十
度

に
て
純
粋
の
容
土
に

1
致
す
る
登
鶴
を
示
す
ー
此
現
象

は
輝
に
園
に
於
て
破
線
を
以
て
衷
は
し
た
る
購
曲
線
と

比
瞭
す
れ
ば
明
瞭
は
わ
､
純
粋
の
酸
化
バ
リ
ウ
ム
に
固

有
の
千
首
度
に
於

け
る
温

度
上
昇
の
緩
慢
は
其
れ
に

依
わ
て
層
硬
せ
ら
る
ー
千

三
盲
皮
乃
至
千
三
百
七
十

五
度
に
1
つ
の
緩
慢
が
現

ほ
れ
そ
の
後
此
混
合
物
は

強
-
固
化
す
る
に
至
る
､

三
富
度
及
千
六
十
度
の
温

度
急
進
及
千
三
百
度
の
緩

慢
の
,意
味
は
加
熟
成
生
物

の
研
究
に
依
り
て
の
み
判

明
す
る
も
の
な
り
｡

b
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加
熟
成
生
物
を
酸
性
酷
酸
ア
ン
を
.一
夕
ム
枚
に
て
抽

出
せ
る
域
食
に
は
衆
に
抱
ぐ
べ
き
酸
化
バ
リ

ク
ム
の
量

は
溶
液
中
に
見
る
を
得
や
第
八
衆
に
由

･･clで
明
瞭
な
る

ご
と
-
三
百
度
に
て
起
る
敬
熱
は
轍
化

.F'
ブ
タ
ム
の
聾

.).L元

四
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地

.

球

士
に
封
す
る
強
き
作
用
に
由

-
て
生
せ
る
も
の
は
み
?

七
百
度
と
七
百
五
十
度
と
の
間
に
て
反
騰
に
預
か
れ
る

酸
化
バ
リ
ウ
ム
は
英
量
を

少
量
滑
加
サ
ー
此
相
加
は
七

百
五
十
琴
L1-で
晩
年

.,,
ブ
タ
ム
の
嘩
潜
の
結
果
な
-
上

云
ふ
事
を
得
る
な
･C,ー
何
と
L･･
れ
ば
嘩
憩
に
由
う
で
未

だ
瓦
に
反
臆
せ
ざ
う
し
触
化
.,1
ブ
タ
ム
鹿
と
酸
化
ア
ル

ミ
71
ク
ム
赦
と

が
和
接
偶
せ
る
に
よ
る
｡

葦

八

乗

試

験

帝

蚊

最

高

加

熱

粗

度

反
騰

蒜

カ
レ

ル
晋

最

高

加

潮

池

既
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第
五
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第
三
焼

き

〇

四
二

脊
髄
の
其
成
分
に
解
靴
す
る
事
に
躍
す
る
か
何
れ
か

]

な
る
''[
L
T
T滑
温
度
を
上
昇
せ
し
ひ
れ
ば
酸
化
.,t
ヅ
シ

ム
の

叫
部
は
蒋
び
不
溶
僻
と
な
る
ー
酸
化
バ
リ
ク

ム
が

可
溶
と
甘
る
千
百
度
の
温
度
は
純
欝
土
を
加
熱
す
る
原

の
登
諏
(千
六
十
度
)及
純
醍
化
バ
ク
ク
ム
の
温
度
上
昇

の
緩
慢
を
起
す
温
度
(千
百
度
)と
粕
近
し
｡

＼ノ三

沈
澱
に
よ
り
で
作
れ
る
疎
放
に
酸
化
.Pt
リ
ク
ム

の
作
用
し
飴
む
る
は
千
二
十
五
度
L･･
-
､

へ
ド
バ
ト
ル

氏
に
依
れ
ば
此
温
度
に
於
で
反
騰
に
預
か
る
酸
化

バ
リ

ウ
ム
の
畳
は
〇
､
~六
95
な
ら
と
云
ふ
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固

化

状

態

強

弧

微

政

敵

微

故

批

戯

触

微

酸
化
バ
リ
ウ
ム
を
千
百
度
に
加
熱
す
る
時
は
完
全
に

溶
液
に
な
る
番
は
非
常
に
髭
-
べ
き
事
な
,J/

巽
原
因

は
千
百
度
に
於
で
溶
液
と
な
れ
る

バ
ク
･>)
ム
及
ア
ル
ミ

11
ク
ム
の
化
倉
鯉
の
塵
移
現
象
に
蹄
す
る
が
或
は
同

化

､ヽ~ノ
個

第
十
三
圏
は

酸

化
バ
リ

ク
ム
と
官
五
十

度
に
乾

燥

せ
る
オ
シ
ャ

ッ
粘
土
と
の
卦
手
盛
の

比
に
混
じ
た
JiQ
物

(
四

克
)
の
加
熱
曲
線
を
示

す
0此
焼
金
に
於
て
も
聾

土
の
場
令
の
如
-
三
百

I:Ii

‥

･㍉
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･t

-∫

200 300400

･鼠三十第

/80

皮
に
於
て
潜
し
き
発
熱

が

仰



現
象
を
見
る
ー
此
蒐
土
は
発
熱
の
急
進
現
象
を
起
し
た

る
綾
に
は
懐
性
酢
酸
ア
ン
巧
ン
溶
枚
に
完
巷
に
溶
解
す

然
し
な
が
ら
二
解
S
l蝿
駿
に
は
壁
に

一
九
二

二
解
の
聾

土
溶
解
し
二
郎
の
酢
酸
に
は
三
ー

1t
褒
溶
僻
す
る
の
み

紘
-
ー
六
百
度
と
九
百
度
の
間
に
於
1
線
化
バ
リ
タ
ム

の
少
愚
は
滴
び
茅
溶
解
性
と
は
る
､
(第
九
衣
)
千
百
度

に
熟
す
る
も
溶
解
性
は
詔
ひ
る
を
得
ず
､
此
革
質
ほ
乳

カ
オ
-
ン
の
縦
酸
が
反
感
に
預
か
る
革
を
意
味
す
る
も

の
な
ら
､
酸
化
バ
リ
ク
ム
ほ
乳
分
解
せ
ざ
る
カ
オ
リ
ン

に
働
-
､,
此
反
騰
混
食
物
中
に
存
在
す
る
水
は
五
官
三

十
五
度
に
て
失
は
れ
ー
之
絢
が
た
め
に
温
度
上
昇
の
駿

榎
を
凍
た
す
､
九
百
三
十
度
に
て
加
熱
曲
線
上
に
捗
土

の
捷
潜
に
起
因
す
る
徴
か
な
か
急
進
状
態
窒
ボ
せ
り
､

千
三
百
度
に
於
で
は
熔
融
作
用
と
に
成
分
の
弛
u
J反
腰

上
に
基
-
温
度
上
昇
に
著
し
き
緩
慢
蜜

ホ
せ
-
､
(弟
九

衆
)

最
高
加

熱
親政
′
培
級

お
りRT
=
∩=

分〇
･

0

0

0

0

0

0

1

T
一

Ⅰ
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九

表

D

O

っ

放

論
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敷

粗

放
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1

1

I
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ruoo

400

政
聖

義

カ

レ
ル
純
化

的

6
･4

粥

8
･
4

5
･
6

0･｡

o

バ
リ
ウ
ム
ノ
甘
分
率

9

8

8

1

同

化

状

態

帰
融

減

弧

微

微

無

味

＼一
ノ
伍

オ
シ
ャ
ツ
粘
土
を
始

め
に
千
度
に
熟
し
酸
化
〆

リ
ク
ム
と
分
子
比
に
混
じ
た
る
物
を
加
熱
す
る
陣
は
其

曲
線
は
灼
熱
せ
ざ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
と
酸
化
バ
リ

ク
ム

と
の
温
食
物
の
示
す
加
熱
曲
線
と
殆
ん
ど
同
じ
曲
線
LJ

-
~
此
等
の
加
熱
曲
線
に
於
で
は
水
を
失
ふ
際
の
温
度

上
昇
の
緩

慢
(五
百
四
十
度
乃
至
五
官
九
十
度
r)及
弊
土

の
藤
懸
に
開
す
る
九
百
三
十
度
に
於
け
る
急
速
の
温
度

上
昇
な
欠
け
-
1
然
し
な
が
ら
些

石

の
曲
線
は
'E
3=者

共
三
層
皮
に
て
敬
熟
作
用
を
墨
す
ー
其
温
度
に
熟
し
た

ろ
彼
は
酸
化

パ
-
ク
ム
は
灼
熱
せ
ざ
る
カ
オ
リ
ン
に
て

試
験
せ
る
郁
-
酸
性
幣
健
ア
ン
を

ン
液
に
賃
金
に
可
溶

と
稔
る
ー
然
し
で
千
三
百
度
に
於
け
る
温
度
緩
慢
に
あ

ら
は
る
ー
如
-
残
れ
る
酸
化
ノ
ブ
シ
ム
が
不
溶
と
な
る

＼J六

三
官
度
の
カ
オ
リ
ン
に
起
れ
る
酸
化

バ
ク
サ
ム

.-
の
両
白
き
反
腰
は
他
の
カ
オ
リ
ン
の
穂
糖
に
も
過
る
も

の
花
･･C/
例

へ
ば

｢

ア
ド

ル
フ

シ
エ
ツ
一ブ

ル
カ
オ

リ
ン

(A
d
.1fsch
ntt

1
.FI.i

四
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K
aolin
)

三

グ

ロ
ス
ア
ル

",
v
デ

ル
粘
土

(G
rossa
l
m
eroder

T
o
n
)
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ザ

イ

ソ
ツ

ツ

エ

ル

土
(SehrtzerE
r
d
e
)

ゾ

ル

ン
チ
-

ゲ

ル

土

(S.
rn
z
lger
E
rd
e)

ッ

ァ
ィ

ト

リ
ツ
ツ

ヱ
ル
土

(Z
c
itttitz
e
r
E
rde)
及

バ

ー
レ
土

(詳

〓叫sch
e
E
rd
e)
に
於
け
る
如
し

酸
化
石
灰
の
容
土
ー

碇
酸
及

カ
オ
リ
ン
に
封
す
る
性
質

B
.
籍
十
四
囲
Ⅰ
は
拍
石
灰

(

州
克
)の
加
熟
曲
線
蜜
ホ
す
ー
玉

田
度
に
於
で
消
石
灰
は
そ
の
水

を
失
ひ
温
度
上
鼻
の
緩
慢
を
生

す
ー
八
百
三
十
度
に
於
て
第
二

次
の
温
度
の
躍
憶
を
凍
た
し
､

酸
化
石
灰
は
よ
-
安
定
な
る
形

に
塵
や
(E=
)吏
ら
に
此
の
も
の

を
熟
せ
る
際
に
は
温
度
上
昇
上

の
緩
慢
は
見
る
な
付
す
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す
る
隙
に
範
士
が
幣
性
酷
酸
ア

州

4｡｡

脚

州

側

m

固TT十g,I

y
モ
ン
溶
級
に
六
百
五

十
度
に
て
不
溶
榊
と
tJb

-
ー
千
首
既
に
で
再
び

可
溶
と
な
れ
-
1
酸
化

石
灰
を
弊
幸

と
熟
す
る

際
に
iD
之
約
と
同
様
の

奨
化

蟹
試
す
､
然
し
な

が
ら
此
塀
令
に
は
不
溶

榊
と
な
れ
る
酸
化
石
灰

の
盛
は
低
温
皮
即
ち
七

の
反
騰
は
千
首
度
に
放
て
始
ま
る
t

へ
-
.,～
-

ル

氏
に

従

へ
は
此
温
度
に
て

1
0
-
五
郎
の
酸
化
石
灰

が

反
腔

に
預
か
る
と
云
ふ

(U

ハU

バリ

ハ∪

∧U
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片
一

にJ

仰
Q-
～

訓

育
皮
よ
JC,拭
少
し
始
め

四
ー
酸
化
石
灰
と

百
五
十
度
に
て
乾

燥
せ
る
オ
シ
ャ
ツ

粘
土

の
界
子
亀
比

混
食
物
へ四
克
)
の

加
熱
曲
線
は
麓
十

六
園
に
示
す
如
し

｡

六
罷
五
十
度
以

fOO200300 400Skl
圃六十第

温
度
上
昇
に
従
ひ
次
第
に
演
じ
八
田
戊
に
て
(賞
牌
Ej
)

長
-
熟
す
る
時
は
微
量
と
花
る
ー
但
し
急
激
に
赦
せ
る

際
に
は
千
百
度
に
て
始
め
て
溶
解
し
始
ひ
｡

九
石
段
と
千
皮
と
の
間
に
於
で
加
熱
曲
線
に
発
熱
現

象
を
乗
は
す
､
此
現
象
は
純
粋
の
弊
土
の
鍵
態
に
蹄
す

べ
き
も
の
な

-
､
然
し
て
千
三
甘
皮
と
千
五
百
度
と
の

間
に
極
め
て
強
き
反
階
と
混
食
物
の
酵
融
と
よ
♭
生
や

る
温
度
上
昇
の
緩
慢
を
現
は
寸
七

罠
､
沈
澱
に
よ
-
て
得
た
る
催
駿
に
瀕
す
る
酸
化
石
灰

hR
l:
㍑

鑓

佃
鰹

雌
襲

幣

が
S
=即
製

が

下
の
温
度
に
於
け
る
酸
化
バ
リ
ウ
ム
と
カ
オ
リ

ン
硬
化

バ
リ
ウ

ム
と
聾
土
の
混
合
物
に
見
る
急
激
な
る
温
度
上

昇
は
此
場
合
に
は
詔
む
る
な
得
や
T

)温
倉
物
を
袈
造

す
る
際
に
生
じ
た
る
水
酸
化
石
衣

の
水
分
は
五
百
度
に

於
で
之
れ
お
先
ふ
､
然
し
で
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
も
此
温
度

に
於
で
水
分
を
失
ふ
､
紋
に
オ
シ
ャ
ツ
.粘
土
の
放
水
温

皮
は
五
百
五
十
度
よ

り
五
百
度
と
な
b
五
十
度
降
下
す

此
温
度
以
下
に
て
硬
化
石
灰
の
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
に
働
-

作
用
は
酸
化
バ
リ
ウ
ム
の
カ
オ
リ

ン
に
於
け
る
が
か
L

J書
一

四
五



地

球

酸
化
石
灰
は
醍
化
.バ
リ
ウ
ム
と
カ
オ
リ
ン
と
の
況
食
物

に
於
げ
ろ
遷
土
の
如
-
八
百
度
迄
熱
す
れ
ば
酸
性
酢
酸

ア
ン
巧
ン
溶
液
に
完
垂
に
溶
解
す
る
に
至
る

〔滞
十

一

衣
)

罪

千

最

高

加
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池

既

L
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カ

レ
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煉

濫
ー
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十
七
樹
に
示

オ
シ
ャ
ツ
粘
土
と
健

化
石
灰
と
の
分
子
且盟

比
況
食
物
四
兎
は
灼

熟
せ
.rJる
カ
オ
リ
ン

と
閣
化
石
灰
と
か
示

す
如
き
加
熱
曲
線
を

示
せ
ら
(第
十
七
樹
)

然
し
な

が
ら
必
然
的

に
カ
オ
リ

ン
の
水
の

消
失
に
よ
る
勲
の
吸

二

.t

E

四
六

～.が
郎
-
汲
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二
肇
の
屈
嘘
に
は
穿
土
が
僅
か
に

一
七
ー

〇
%
溶

解
し
二

%
の
酢
酸
に
は
三

九
%
溶
解
す
｡

此
場

合
に
も
亦
酸
化

BJ,
升
ク

ふ
と
百
五
十
度
に
て
乾

燥
せ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
と
の
混
食
物
に
於
け
る
が
如
き

関
係
を
墨
す
ー
七
面
皮
乃
至
千
四
百
度
の
曲
線
H
は
九

百
三
十
度
に
て
僅

か
の
養
勲
現
象
堂
ホ
す
?
蓋
し
此
温

度
に
tJ
は
カ
オ

リ
ン
中
の
聾
土
が
鼻
憩
を
起
す
に
よ
る

な
た

茸

二
田

皮
に
で
温
段
上
虜
は
酵
融
と
爾
成
分
の

強

き
反
感
と
に
よ
ゎ
て
甚
だ
し
-
緩
慢
と
な
る
0

敬
(第
十
七
固
Ⅰ
〕及
カ
オ
リ
ン
中
の
聾
土
の
塵
憩
に
由

る
熟

の寮
生
(汁
)を
欠

-
O

滞

十

二

最

高

加

軌
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池
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五
首
度
に
て
温
度
上
昇
の
紋
憶
を
量
す
る
は
耽
料
混

食
の
際
酸
化
石
灰
が
吸
収
せ
る
水
分
を
放
出
す
る
が
璃

め
L･4
-
ー
第
十
二
乗
に
示
す
が
如
-
酸
化
石
衣
の

1
部

が
既
に
入
官
皮
に
於
で
不
溶
と
t･.言

寄
は
カ
オ
リ
ン
と

聾
土
の
混
合
物
の
反
騰
陶
係
と
は
多
少
典
L･4
る
所
な
♭

此
場
合
に
於
で
も
亦
カ
オ
リ
ン
中
の
聾
土
は
九
百
三
十

皮
に
て
睦
憩
を
な
し
反
臆
し
易
-
な
れ
-
､
此
れ
は
叉

灼
熱
せ
る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土

一留炭
酸

+,,
リ
ク
ム
と
熟
せ
る

域
倉
に
も
見
る
こ
と
を
得

C.

?

酸
化
ス
ト
ロ
与
チ
ウ
ム
の
聾

土
､
碇
酸
及
力
身
-

ン
に
封

す
る
性
質

阿
p
純
粋
の
酸
化
ス
･i
p
ソ
チ
タ
ム
は
入
官
皮
に
於
で

強
度
の
凝
熱
現
象
を
ー
千
二
十
五
度
に
於
で
温
度
上
昇

の
緩
慢
を
加
熱
曲
線
上
敦
に
示
す
ー
此
鍵
態
は
酸
化
石

灰
並
に
酸
化
.I,
ブ

タ
ム
の
加
熱
の
際
に
も
過
る
も
の
に

し
て
暇
温
度
を
異
に
L
I
基
礎
化
は
前
二
者
同
機
可
逆

に
あ
ら
ず
(欝
十
八
瞳
の
簿
二
加
熱
曲
線
)
0

芸
.

1L
方
に
於
て
は
酸
化
ス
･i
V
ソ
チ
タ
ム
ー
他
方
に

誤

㌍

霜

競

轍
棚
雛
錨

韻

巌

仰
競

附
(pph)那

於
て
は
静
土
或
は
概
観
叉
は
灼
熟
せ
る
或
は
灼
熱
せ

ざ

る
オ
シ
ャ
ツ
粘
土
を
各
分
子
畳
の
比
に
混
食
し
た
る

物

の
四
苑
の
加
熱
曲
線
を
見
る
に
ス
ト
P
ソ
チ
タ
ム
に
特

有
な
る
八
百
度
の
温
度
上
昇
の
緩
慢
を
生
せ
す
､
此
れ

に
反
し
て
千
二
十
五
度
乃
至
千
六
十
度
に
於
で
は
酸
化

ス
ト
P
ン
チ
タ
ム
を
峯
猫
に
て
熟
せ
る
場
合
の
如
-
熟

の
吸
収
蟹
ポ
す
ー

⑳

只
硬
化

ス
ト
p
y

チ
タ
ム
と
灼
熟
せ

ざ
る
カ
オ
リ
ン
と

の
浪
食
物

よ
り
得

た
る
加
熱
曲
線
は

五
百
五
十
皮
に
て

温
度
上
昇
に
紋
懐

を
生
す
る
革
及
九

loo_200
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に
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熱
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熱
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な
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な
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ロ
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ロ
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熟
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熱
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得
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